
ジ
ボ
タ
ル
も
多
く
発
生
す
る
。

本
町
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
も
の
の
山
は
低
く
、
花
崗
岩
地
が
多
く
、

し
か
も
傾
斜
が
急
で
あ
る
た
め
保
水
力
に
乏
し
い
。
そ
の
た
め
に
灌
漑
用

の
溜
池
が
多
数
存
在
し
、
そ
の
数
は
大
小
合
わ
せ
て
四
〇
を
超
え
る
。
溜

池
に
は
国
や
福
岡
県
な
ど
の
指
定
す
る
絶
滅
危
惧
種
を
は
じ
め
、
希
少
な

植
物
が
多
数
生
育
し
て
い
る
。

二

山
地
の
植
生

１

竜
ヶ
鼻
の
植
生

竜
ヶ
鼻
は
カ
ル
ス
ト
台
地
平
尾
台
の
最
南
端
の
地
域
で
台
地
の
斜
面
は

急
峻
な
崖
地
で
あ
る
。
南
北
に
走
る
小
さ
な
稜
線
を
は
さ
ん
で
東
側
は
勝

山
町
、
西
側
は
田
川
郡
香
春
町
、
台
上
は
北
九
州
市
小
倉
南
区
に
属
し
て

い
る
。
本
町
の
最
高
点
は
標
高
六
七
〇
㍍
で
あ
る
が
台
地
の
最
高
点
は
や

や
北
方
に
あ
っ
て
標
高
六
八
〇
・
六
㍍
で
あ
る
。
台
地
上
で
は
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
東
谷
鉱
山
に
よ
り
石
灰
石
の
採
掘
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
町
に
属

す
る
部
分
も
す
で
に
か
な
り
の
面
積
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

竜
ヶ
鼻
の
上
部
は
傾
斜
四
〇
度
以
上
の
危
険
な
岩
場
で
、
人
を
寄
せ
つ

け
な
い
部
分
も
少
な
く
な
い
。
山
頂
部
は
竜
ヶ
鼻
台
と
呼
ば
れ
、
平
坦
で

ス
ス
キ
や
ネ
ザ
サ
の
草
原
で
あ
る
。
斜
面
は
標
高
四
〇
〇
㍍
付
近
ま
で
は

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
上
に
自
然
林
が
広
が
る
。

西
側
の
香
春
町
に
属
す
る
部
分
は
石
灰
岩
地
に
特
有
の
イ
ワ
シ
デ
を
中
心

と
す
る
夏
緑
樹
林
で
あ
る
の
に
対
し
、
東
側
の
本
町
側
は
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ

イ
、
ア
ラ
カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
な

ど
の
照
葉
樹
林
に
な
っ
て
い

る
。植

生
調
査
は
香
春
町
と
の
境

界
に
な
っ
て
い
る
稜
線
沿
い
の

標
高
六
六
五
㍍
か
ら
五
四
〇
㍍

の
間
の
五
か
所
で
実
施
し
た
。

標
高
六
〇
〇
㍍
付
近
ま
で
は
ア

ラ
カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
シ
ロ
ダ

モ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ

イ
な
ど
が
高
木
層
を
形
成
し
て
い
る
。
亜
高
木
層
の
優
占
種
は
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
で
、
ほ
か
に
イ
ヌ
ガ
ヤ
、
イ
ヌ
ガ
シ
、
カ
ゴ
ノ
キ
な
ど
が
あ
り
、
低
木

層
の
優
占
層
は
ア
オ
キ
で
あ
る
。
標
高
六
〇
〇
㍍
よ
り
上
部
に
は
、
わ
ず

か
な
範
囲
で
あ
る
が
帯
状
に
イ
ワ
シ
デ
林
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は

イ
ワ
シ
デ
の
亜
高
木
を
は
じ
め
オ
オ
コ
マ
ユ
ミ
、
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
シ
ロ

バ
ナ
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
ヤ
マ
カ
シ
ュ
ウ
、
ヤ
マ
ブ

キ
、
ツ
ル
マ
サ
キ
、
ス
ズ
シ
ロ
ソ
ウ
、
ミ
ツ
バ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
コ

ミ
ズ
な
ど
、
石
灰
岩
と
の
結
び
付
き
の
強
い
好
石
灰
植
物
や
岩
場
に
よ
く

育
つ
岩
角
地
植
物
な
ど
が
出
現
し
た
。

２

仲
哀
山
地
の
植
生

仲
哀
隧
道
の
あ
る
仲
哀
山
地
は
稜
線
の
高
さ
は
三
二
〇
〜
四
〇
〇
㍍
で

あ
ま
り
高
く
は
な
い
が
、
町
内
で
最
も
自
然
林
の
残
る
山
地
で
あ
る
。
し

写真１―９ 竜ヶ鼻のイワシデ林
（標高６３０㍍地点）

イワシデは岩場に斜上して伸びている
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１つの方形区だけに出現した種類 （ ）は被度階級
第１方形区：コバノチョウセンエノキ（１）、マルバアオダモ、ニガキ、ナツトウダイ、ススキ
第２方形区：フタリシズカ、トネリコ、コバノガマズミ、ヤブラン、ヒメアザミ、ヒトリシズカ、アキチョウジ、サンショウ
第３方形区：イスノキ（２）、シュンラン、クリハラン、ヨツバムグラ
第４方形区：エノキ（２）、ヤマアイ
第５方形区：アカガシ（４）、イヌシデ（１）、シキミ、ヤマフジ、ツルシキミ、ヤマボウシ（１）、サンゴジュ、ウンゼンカンアオイ、

フユイチゴ、ヒラオヤブソテツ
注 植物組成表（表１―１～表１―３）の見方
・T１は高木層、T２は亜高木層、Ｓは低木層、Ｈは草本層を示す。
・被度および被度階級＝ある種類が方形区（植生調査区域）の地表面に占める度合を被度とよび、被度階級で示す。

被度階級 植物の占める面積 被度階級 植物の占める面積
５ 方形区全体の１～３／４ ２ 方形区全体の１／４～１／８
４ ３／４～１／２ １ １／８～１／１６
３ １／２～１／４ ＋ １／１６以下

・常在度＝調査した方形区のどれだけにその植物が出現したかを２０％ごとの５段階（Ⅴ～Ⅰ）に分けたもので被度および常在度の
高い種類がその群落の優占種となる。

表１―１ 竜ヶ鼻の植物組成表
２００１．９．２５調査

５

５４０
S
２０

２０×２０
３２

８～１８
３～８
１～３
０～１

１００
７０
２０
２０

４

５７０
S
１５

１０×２０
３４

８～２０
３～８
１～３
０～１

９５
９０
２０
５

３

６００
S３０E
４０

２０×２０
４２

８～２０
３～８
１～３
０～１

９５
９０
６０
１０

２

６３０
S２０E
４０

１０×１０
４６

８～１５
３～８
１～３
０～１

４０
９０
５０
２０

１

６６５
S
１０

１０×１０
２４

なし
なし
１～２
０～１

なし
なし
９０
８０

方形区番号

高 度（m）
方 向
傾 斜（ °）
面 積（m２）
出 現 種 数

高 木 層
亜 高 木 層
低 木 層
草 本 層

高 木 層
亜 高 木 層
低 木 層
草 本 層

植
物
高（
m
）

植
被
率（
％
）

常在度

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

５

・

・

＋

・

・

＋

３

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

＋

４

・

・

・

＋

＋

＋

１

・

１

・

・

・

・

・

＋

・

＋

・

＋

＋

＋

・

＋

＋

３

＋

＋

＋

＋

＋

＋

・

２

１

＋

＋

・

＋

・

・

＋

・

＋

・

・

・

＋

＋

・

２

＋

＋

＋

＋

＋

・

＋

・

・

１

・

＋

・

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

・

・

１

＋

＋

・

・

・

・

・

＋

・

・

＋

＋

＋

＋

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

方形区番号

オオコマユミ S H

シロバナハンショウヅル H

クマワラビ H

マメヅタ H

ナルコユリ H

シロダモ T２H

タブノキ T１T２

ウラジロガシ T１S H

シラカシ T１

イヌビワ S H

イタビカズラ H

イボタノキ H

ヤブコウジ H

ナキリスゲ H

ミヤマウグイスカグラ S

ヘクソカズラ H

スズシロソウ H

ミヤコミズ H

チヂミザサ H

ヤマカシュウ H

ミツバベンケイソウ H

ツルマサキ H

バイカウツギ S

シラキ T２

常在度

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

５

＋

３

＋

＋

３

＋

２

３

＋

＋

＋

１

・

・

＋

＋

＋

２

３

・

＋

・

＋

・

４

４

４

＋

＋

３

３

１

＋

＋

＋

１

＋

＋

＋

＋

＋

＋

５

・

・

・

１

＋

＋

＋

３

３

２

＋

＋

３

２

１

１

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

４

２

＋

・

＋

１

＋

２

２

＋

＋

＋

＋

３

・

＋

１

１

＋

＋

＋

＋

・

＋

＋

・

２

４

１

＋

・

１

＋

１

５

＋

＋

＋

・

・

１

・

・

・

・

・

＋

＋

＋

・

・

１

＋

１

・

・

・

＋

方形区番号

ヤブニッケイ T１T２S

ヤブツバキ T２S H

テイカカズラ H

ナガバジャノヒゲ H

アオキ S H

イロハモミジ T１S

カゴノキ T１T２

ネズミモチ T２S H

イヌガヤ T２

モミジウリノキ S H

カヤ T１T２S H

イヌガシ T２S H

オモト H

イワガラミ H

キヅタ H

ツタ T２H

ヤマヤブソテツ H

アラカシ T１T２S

ケヤキ T１T２

イワシデ T２S

シロダモ T２S

ホソバタブ T２S

ハマクサギ S

ハナイカダ S

ヤマブキ S H
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か
し
、
そ
の
東
向
き
の
斜
面
で

は
、
標
高
二
〇
〇
㍍
以
下
の
部
分

は
人
工
林
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
林

ま
た
は
若
い
雑
木
林
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
旧
仲
哀
隧
道
に

通
じ
る
九
十
九
折
の
坂
道
の
一
帯

は
仲
哀
公
園
と
よ
ば
れ
多
数
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
、
桜
の

名
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

標
高
二
〇
〇
㍍
以
上
が
お
お
む
ね

自
然
林
で
あ
る
が
、
特
に
新
仲
哀
隧
道
よ
り
南
側
の
部
分
で
す
ぐ
れ
て
い

る
。
山
地
は
花
崗
岩
地
で
、
標
高
二
〇
〇
㍍
か
ら
上
は
三
五
度
以
上
の
急

傾
斜
地
で
あ
り
、
随
所
に
巨
岩
が
あ
り
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
岩
屋
を
形

成
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
形
・
地
質
部
分
で
あ
る
た
め
に
植
林
が
で

き
ず
、
自
然
林
が
保
た
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
稜
線
に

至
る
登
山
道
も
な
い
。

植
生
調
査
は
新
仲
哀
隧
道
付
近
の
標
高
二
五
〇
㍍
か
ら
稜
線
ま
で
の
間

で
、
ほ
ぼ
直
線
的
に
行
っ
た
。
自
然
林
は
全
体
的
に
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
の
群

落
で
あ
る
。
シ
イ
の
木
は
胸
高
直
径
が
四
〇
〜
五
〇
�
で
あ
る
こ
と
か
ら

樹
齢
は
五
〇
〜
六
〇
年
で
あ
り
、
終
戦
前
後
に
伐
採
さ
れ
た
後
、
再
生
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
稜
線
部
や
岩
場
に
は
ア
カ
マ
ツ
の
朽
ち
木

が
今
な
お
残
っ
て
お
り
、
か
つ
て
は
ア
カ
マ
ツ
群
落
も
存
在
し
た
と
思
わ

れ
る
。

シ
イ
群
落
の
中
に

は
全
体
と
し
て
高
木

層
に
ク
ロ
キ
、
カ
ク

レ
ミ
ノ
、
シ
ロ
ダ

モ
、
タ
ブ
ノ
キ
、

リ
ョ
ウ
ブ
、
コ
ナ

ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ノ
グ
ル
ミ
な
ど
、
亜
高
木
層
や
低
木
層
で
は
ヒ
サ
カ

キ
や
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
草
本
層
で
は
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
シ
ュ

ン
ラ
ン
な
ど
の
常
在
度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
植
物
社
会
学
的
に
は
ス
ダ

ジ
イ＝

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
群
落
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
高
木
層
の
樹
木

が
よ
く
茂
っ
て
い
る
た
め
に
林
床
に
は
あ
ま
り
光
が
届
か
ず
、
低
木
層
以

下
の
植
物
は
貧
弱
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
の
シ
イ
林
に
普
通
に
見
ら
れ
る

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
ア
オ
キ
が
非
常
に
少
な
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

３

障
子
ヶ
岳
の
植
生

障
子
ヶ
岳
へ
は
上
野
か
ら
長
い
杉
山
を
抜
け
て
行
く
道
と
味
見
峠
や
宮

原
か
ら
稜
線
を
行
く
道
が
あ
る
。
味
見
峠
か
ら
の
稜
線
上
は
高
さ
数
㍍
ま

で
の
ご
く
若
い
樹
木
の
二
次
林
で
タ
ブ
ノ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、

ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
ク
ロ
キ
、
ナ
ナ
メ
ノ
キ
、
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
な
ど
の
照
葉
樹

と
ノ
グ
ル
ミ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
ヌ
ル
デ
、
ヤ
マ
ハ
ゼ
、
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、

ア
キ
ニ
レ
、
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
ネ
ム
ノ
キ
、
ク
リ
、
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
コ
マ
ユ
ミ
な
ど
の
夏
緑
樹
が
混
在
す
る
全
く
ま

写真１―１０ 仲哀公園のソメイヨシノ
九十九折の沿道に１０００本の桜が咲く

写真１―１１ 仲哀山地の花崗
岩上のツブラジ
イ群落
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１つの方形区だけに出現した種類
第１方形区：シリブカガシ、シシガシラ、ベニシダ
第２方形区：シャシャンボ、シキミ
第３方形区：マンリョウ
第４方形区：カゴノキ、ヤマツツジ、カマツカ、ヤマコウバシ、ナワシログミ、ゴンズイ、ミヤマウグイスカ

グラ、ススキ、ワラビ、ヤマシロギク、アマドコロ、ナルコユリ、ナカバモミジイチゴ、ナガ
バタチツボスミレ

第５方形区：コバノミツバツツジ、イヌガシ、ハマクサギ、クサギ、コバンノキ、ナガバジャノヒゲ、マムシ
グサ、ヘクソカズラ、チヂミザサ、タイリンアオイ

注 植物組成表（表１―１～表１―３）の見方
・T１は高木層、T２は亜高木層、Ｓは低木層、Ｈは草本層を示す。
・被度および被度階級＝ある種類が方形区（植生調査区域）の地表面に占める度合を被度とよび、被度階級
で示す。

被度階級 植物の占める面積 被度階級 植物の占める面積
５ 方形区全体の１～３／４ ２ 方形区全体の１／４～１／８
４ ３／４～１／２ １ １／８～１／１６
３ １／２～１／４ ＋ １／１６以下

・常在度＝調査した方形区のどれだけにその植物が出現したかを２０％ごとの５段階（Ⅴ～Ⅰ）に分けたもの
で被度および常在度の高い種類がその群落の優占種となる。

表１―２ 仲哀山地の植物組成表
２００２．５．２８調査

５

３３５
E１０N
４０
２０×２０
３６

８～１８
３～８
１～３
０～１

１００
８０
５０
４０

４

３３０
E

稜線平坦地
１５×２０
３８

７～１３
３～７
１～３
０～１

９０
８０
７０
２０

３

３１５
E１０N
３０
２０×２０
１２

８～２０
３～８
１～３
０～１

１００
８０
１０
５

２

２６０
E１０N
３５
２０×２０
２０

８～１６
３～８
１～３
０～１

１００
９０
１０
１０

１

２５０
E１０N
２８
２０×２０
２６

１０～２０
４～１０
１～４
０～１

１００
９０
２０
１０

方形区番号

高 度（m）
方 向
傾 斜（ °）
面 積（m２）
出 現 種 数

高 木 層
亜高木層
低 木 層
草 本 層

高 木 層
亜高木層
低 木 層
草 本 層

植
物
高（
m
）
植
被
率（
％
）

常在度

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ

５

＋

１

＋

＋

・

・

２

＋

・

・

＋

＋

＋

＋

＋

・

・

４

＋

・

・

・

１

１

・

・

＋

１

・

＋

＋

＋

＋

・

２

３

・

・

・

・

・

・

＋

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２

・

・

・

・

＋

＋

・

・

＋

・

＋

・

・

・

・

・

・

１

＋

＋

＋

＋

・

・

・

＋

・

＋

・

・

・

・

・

２

・

方形区番号

テイカカズラ H

イヌシデ T２
ヤブツバキ S H

アラカシ T２S

カキノキ S

ハイノキ S

ウラジロガシ T１T２H

コガクウツギ H

ヤブムラサキ S H

イヌツゲ H

ミヤマシキミ H

ヤブニッケイ T１H

サンショウ S H

タムシバ T２S

アオキ S H

ヒメユズリハ T２
ヤマボウシ T１S H

常在度

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

５

４

２

＋

２

５

１

＋

・

＋

１

＋

＋

・

＋

＋

＋

＋

４

＋

１

１

１

４

３

２

３

＋

＋

・

＋

・

２

＋

・

・

３

３

１

１

１

５

・

・

＋

１

＋

＋

・

＋

・

・

・

・

２

４

３

２

＋

５

２

＋

＋

・

・

＋

＋

＋

・

＋

＋

＋

１

３

１

１

＋

・

５

２

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

・

＋

＋

方形区番号

ヒサカキ T２S H

リョウブ T１T２
クロキ T１T２S H

カクレミノ T１T２S H

ツブラジイ T１
コナラ T１S H

ヤマザクラ T１T２
ヤブコウジ H

ネズミモチ T２S

シロダモ T１S H

タブノキ T２S H

サルトリイバラ H

シュンラン H

ノグルミ T１T２H

ヤマハゼ T１T２S

ウラジロ H

ヤマフジ H

第１編 自 然

38



と
ま
り
の
な
い
林
で
あ
る
。
道
端

で
は
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
、
ヤ
マ
ハ
ッ

カ
、
ヤ
ク
シ
ソ
ウ
、
ノ
コ
ン
ギ

ク
、
シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
、
ノ
ダ
ケ
、

サ
イ
ヨ
ウ
シ
ャ
ジ
ン
な
ど
の
草
本

植
物
が
み
ら
れ
る
。

障
子
ヶ
岳
ま
で
の
途
中
「
も
み

じ
の
森
」
付
近
で
小
範
囲
な
が
ら

直
径
が
三
〇
〜
五
〇
�
の
タ
ブ
ノ

キ
、
カ
ナ
ク
ギ
ノ
キ
、
ク
ロ
キ
、

ノ
グ
ル
ミ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ス
ノ
キ
な
ど
の
高

木
に
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ネ
ズ

モ
ミ
チ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
ア
オ
キ
な
ど
の
亜
高
木
や
低
木
を
交
え
、
昔
の

森
の
姿
を
感
じ
さ
せ
る
所
が
残
っ
て
い
る
。
障
子
ヶ
岳
の
山
頂
直
下
の
斜

面
に
は
コ
ナ
ラ
を
優
占
種
に
高
木
層
に
リ
ョ
ウ
ブ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
イ
ヌ
シ

デ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ノ
グ
ル
ミ
な
ど
の
生
育
す
る
林
分
が
あ
る
。

障
子
ヶ
岳
山
頂
は
標
高
四
二
七
・
三
㍍
で
中
世
の
城
跡
で
あ
る
。
近
年

ま
で
は
採
草
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
草
の
需
要
が

な
く
な
る
と
雑
木
が
茂
り
、
城
跡
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
を
一
九
八
八
年
に
町
お
こ
し
の
た
め
に
木
を
伐
採
し
て
城
跡
の
姿
が

見
え
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
以
来
毎
年
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
に

草
原
が
保
た
れ
て
い
る
。
山
頂
か
ら
は
町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
見
渡

せ
る
。

草
原
は
、
ス
ス
キ
、
ネ
ザ
サ
群
落
で
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
セ
イ
タ
カ
ア

ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、
ク
ラ
ラ
、
ク
ズ
、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ナ

ル
コ
ユ
リ
、
ノ
ダ
ケ
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
、
キ
キ
ョ
ウ
、
オ
ト
コ
エ
シ
、

シ
オ
デ
、
サ
イ
ヨ
ウ
シ
ャ
ジ
ン
、
ヤ
マ
ハ
ッ
カ
な
ど
が
見
ら
れ
、
草
原
性

の
植
物
の
増
加
が
今
後
も
期
待
で
き
る
。

４

南
部
山
地
の
植
生

飯
岳
山
（
大
坂
山
）
か
ら
犀
川
町
と
境
す
る
低
い
稜
線
が
東
に
の
び
て

い
る
。
図
師
に
は
城
坂
峠
が
あ
り
県
道
大
久
保
犀
川
線
が
こ
こ
を
越
え
て

い
る
。
こ
の
稜
線
は
更
に
御
所
ヶ
岳
へ
と
続
く
。
こ
の
山
地
は
花
崗
岩
で

で
き
て
お
り
、
図
師
の
一
帯
は
近
年
ま
で
ア
カ
マ
ツ
林
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
ア
カ
マ
ツ
は
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
（
松
喰
虫
）
の
食
害
に
よ
り

次
々
に
枯
れ
て
山
は
裸
同
然
の
姿

に
な
り
、
現
在
は
松
の
間
に
生
え

て
い
た
小
さ
な
木
々
が
よ
う
や
く

生
長
し
て
き
た
段
階
で
あ
る
。
花

崗
岩
地
は
貧
栄
養
で
乾
燥
が
ひ
ど

く
、
ま
た
、
山
は
高
さ
約
一
㍍
の

シ
ダ
植
物
の
ウ
ラ
ジ
ロ
や
コ
シ
ダ

が
密
生
し
て
い
る
た
め
、
た
と
え

植
物
の
種
子
が
散
布
さ
れ
て
も
生

育
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
現

写真１―１２ 障子ヶ岳山頂部（城跡）
草地が広がる

写真１―１３ 下久保山のアカマツの群落
巨大な花崗岩上に生えている
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在
、
高
さ
四
〜
五
㍍
ま
で
に
生
長
し
た
樹
木
は
ク
ロ
キ
、
ヤ
マ
モ
モ
、

リ
ョ
ウ
ブ
、
ネ
ジ
キ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
コ
ナ
ラ
、
シ
リ
ブ
カ
ガ
シ
、
ア
ラ

カ
シ
、
タ
ム
シ
バ
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
か
ら
も
樹
木
は
増
え

続
け
る
が
、
も
と
の
よ
う
な
ア
カ
マ
ツ
林
が
再
生
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
照

葉
樹
林
へ
と
遷
移
す
る
で
あ
ろ
う
。

タ
ム
シ
バ
は
分
布
上
注
目
に
値
す
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
植
物
は
も
と

も
と
気
温
の
低
い
暖
帯
上
部
か
ら
温
帯
に
か
け
て
生
育
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
町
の
よ
う
な
暖
帯
下
部
の
地
に
群
落
が
あ
る
の
は
極
め
て
ま
れ
で

あ
る
。
タ
ム
シ
バ
の
花
は
コ
ブ
シ
に
似
た
白
い
花
で
、
三
月
下
旬
か
ら
四

月
上
旬
に
か
け
て
山
を
彩
る
。

城
坂
峠
か
ら
東
に
約
四
〇
〇
㍍
入
っ
た
所
に
標
高
二
二
〇
㍍
の
下
久
保

山
が
あ
り
、
そ
の
南
西
斜
面
に
は
面
積
は
約
一
㌶
と
あ
ま
り
広
く
は
な
い

が
、
巨
大
な
花
崗
岩
の
岩
盤
が
露
出
し
た
所
が
あ
る
。
樹
木
は
岩
盤
の
く

ぼ
み
や
割
れ
目
に
か
ろ
う
じ
て
生
育
し
て
お
り
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
景

観
を
呈
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
大
き
な
ア
カ
マ
ツ
が
生
育
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
枯
れ
て
高
さ
五
㍍
く
ら
い
ま
で
の
幼
木
の
み
に

な
っ
て
い
る
。
高
木
は
な
く
ア
カ
マ
ツ
と
同
様
の
亜
高
木
に
コ
ナ
ラ
や
コ

シ
ア
ブ
ラ
が
あ
り
、
低
木
層
に
は
ソ
ヨ
ゴ
、
コ
ナ
ラ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ネ
ジ

キ
、
ク
ロ
キ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
マ
ル
バ
ア
オ
ダ
モ
、
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
ク

リ
、
ク
ロ
バ
イ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
シ
リ
ブ
カ
ガ
シ
な
ど
、
草
本
層
に
は
こ

れ
ま
で
の
樹
木
の
幼
木
の
ほ
か
に
コ
シ
ダ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
マ

ル
バ
ハ
ギ
、
シ
ャ
シ
ャ
ン
ボ
、
コ
ガ
ク
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ア
リ
ノ

ト
ウ
グ
サ
、
ト
ダ
シ
バ
、
チ
ガ
ヤ
、
ワ
ラ
ビ
な
ど
が
出
現
し
た
。

三

社
寺
林
の
植
生

勝
山
町
で
は
標
高
五
〇
㍍
以
下
の
平
野
部
に
多
数
の
小
さ
な
森
が
散
在

し
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
古
墳
で
あ
っ
た
り
、
神
社
で
あ
っ
た
り
、
ま

た
、
溜
池
の
周
辺
で
あ
っ
た
り
す
る
。
神
社
林
の
場
合
、
森
全
体
が
自
然

林
で
あ
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
た
い
て
い
そ
の
一
部
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植

林
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
胸
の
観
音
、
勝
山
神
社
、
綾
塚
古

墳
、
扇
八
幡
古
墳
、
箕
田
大
池
の
五
か
所
の
森
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
五

か
所
と
も
優
占
種
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
で
あ
り
、
亜
高
木
層
な
い
し
低
木
層
に

ミ
ミ
ズ
バ
イ
が
出
現
す
る
の
で
本
町
の
低
地
の
シ
イ
林
は
植
物
社
会
学
的

に
は
ス
ダ
ジ
イ＝

ミ
ミ
ズ
バ
イ
群
集
に
属
す
る
。
町
内
の
シ
イ
に
は
ツ
ブ

写真１―１４ 扇八幡古墳の後円墳上の植生

写真１―１５ 胸の観音駐車場付近のシイ群落
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